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介護予防と元気高齢者の活躍の推進 

 
 
●５年後（平成35年度末）の目標 

高齢者が身近な場所で健康づくり・介護予防に取り組める環境や就労・

地域活動等で活躍できる仕組みを整備 

 
●現状・課題 

練馬区の高齢者の８割は要介護認定を受けていない元気な高齢者です。さらに、
65歳から74歳までの前期高齢者に限定すると、約95％が元気な高齢者です。 

超高齢社会においては、元気で意欲のある高齢者が働き続けること、生きがいを持っ
て積極的に社会参加活動を⾏うことが重要です。高齢者の健康増進や介護予防だけで
なく、活⼒ある地域社会の維持にもつながります。 

はつらつセンターや敬⽼館等の利⽤者や介護予防事業の参加者は⼥性の割合が高く、
男性高齢者の活動を促す取組が必要です。また、⼤幅な需要増が⾒込まれている介護
等の福祉分野においては、地域の担い手として元気高齢者の活躍が期待されています。 

 

●５か年（平成31～35年度）の取組 

１ 高齢者の就業機会を拡大「シニアセカンドキャリア応援プロジェクト」 
   働く意欲がある高齢者にとって、⻑年培ってきた技能や知識・経験を活かして働き続け

られることが⼤切です。高齢者と区内中小企業をマッチングする「シニア職場体験事業」
を実施します。職場体験受入企業の開拓やハローワークとの連携により、高齢者の希望
に合った雇⽤につなげます。 

さらに、高齢者の起業を促進するため、起業の⽅法や助成⾦の活⽤などについて学ぶ
「高齢者向け起業・創業セミナー」を開催します。 

 
２ 高齢者の活動を後押し「はつらつシニア応援プロジェクト」 
   高齢者の地域活動への参加を促進するため、地域団体で活動する担い手を育成す

る「高齢者支え合いサポーター育成研修」は、規模を拡⼤して実施します。 

戦略計画６ 
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戦略計画 06 

※ 人口は平成 30 年１⽉１⽇時点、要介護認定者数は平成 29 年 12 ⽉末時点 
※ 要支援を含む要介護認定者数は約３万２千人で第１号被保険者の 20％。65 歳から 74 歳までの前期高齢者に限

定すると、約 3700 人で第１号被保険者の５％ 

さらに、趣味や特技を活かした地域活動を応援する「はつらつシニア活躍応援塾」を開
始します。これまでに⾝に付けた知識や技術を効果的に教える手法を学ぶセミナーを開
催し、修了者には⼦供向け体験教室やはつらつセンター・敬⽼館で実施する事業の講
師を務めて頂くなど、地域で活躍できる場を設けます。 

 
３ 高齢者の福祉分野での活躍を促進 
   地域の高齢者が特別養護⽼人ホーム等の施設で清掃や洗濯等の軽作業を担う「元

気高齢者による介護施設業務補助事業」は、対象を区内の入所系施設すべてに拡⼤
して実施します。 

シルバー人材センターが平成30年度から開始した人材派遣事業では、保育施設にお
ける業務補助など、保育分野に活躍の場を広げます。 

 
４ 区独自の介護予防事業の拡充 

高齢者が⾝近な場所で健康づくりや介護予防に取り組めるよう、「街かどケアカフェ」
「はつらつシニアクラブ」などの区独自の介護予防事業を、区⺠との協働により、区内全域
に広げていきます。自宅近くで自ら介護予防を実践したいとの高齢者の声にお応えするた
め、区⺠にとって⾝近なコンビニや薬局と連携し、イートインスペースや待合室を活⽤した
新たなスタイルの「街かどケアカフェ」を実施します。 

また、「高齢者いきいき健康事業」を介護予防や重度化防⽌の観点から⾒直すほか、
介護予防手帳「はつらつライフ手帳」を発⾏するなど、高齢者の自主的な介護予防活動
の支援を充実します。 

 
 


